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３ 要旨
千葉県で開発された「梨病害防除ナビゲーションシステム」（以下、ナシナビ）（図１）のナシ黒星病の本県での適合性

について検討したところ、黒星病の発生がシステム上の予測発病日以降に増加している一方、システム上の感染好適日
が薬剤の残効期間内に含まれる場合は発病が抑えられていることから、本県でも実用性があると判断された。

試験区は、ナシナビによる散布間隔（薬剤残効期間終了後、雨前に予防散布を行う。降雨が無い場合は間隔を空け
る）、慣行区は通常の定期散布、無散布区は落花直後まで防除を実施し、以後殺菌剤無散布として試験を行った。

(1) 平成24年の調査では、ナシナビによる予測発病日以後（6/20感染→7/5発病、7/2～8感染→7/17～23発病、7/
23感染→8/8発病）の調査において、無散布区で発病の増加がみられた（図２）。

(2) 試験区および慣行区は、感染好適日が全て薬剤の残効期間内であった。無散布区と比較して発病が少なく、試
験区と慣行区は同程度の防除効果が認められた（図２、表１）。

図２ 黒星病発生状況と発病予測(H24)
※矢印は無散布区の発病予測を示す

図１ 梨病害防除ナビゲーションシステム（ナシナビ）モデル図

表１ ナシナビによる感染好適条件の出現状況と黒星病の発生状況
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調査 感染好適日 うち薬剤残効 試験期間中の
年度 出現数 期間外日数 殺菌剤散布回数 発病葉率（％） 発病果率（％）
Ｈ２２ 試験区 0 9 0 0

慣行区 1 9 0 0
無散布区 11 0 2.1 0.9

Ｈ２３ 試験区 0 12 0 1.9
慣行区 2 13 0 1.2

無散布区 5 3 0.4 18.5
Ｈ２４ 試験区 0 9 0.3 0

慣行区 0 11 0.3 0.5
無散布区 5 3 0.2 3.3

※H22は6/4まで通常防除を実施
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